
日本秘湯を守る会

定
事
社
員
総
会
開
催

ス
タ
ン
プ
帳
、ウ
ェ
ブ
事
業
推
進

佐
藤
名
誉
会
長
が
代
表
理
事
か
ら
理
事
に

旅 館 協 会
長野県支部

「
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
」

感
染
防
止
、誘
客
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

旅
館
協
会
北
海
道
の

月
宿
泊
実
績

売
り
上
げ
、前
年
上
回
る

「かたくらシルクＨ」、月開業

諏訪湖畔で上質な空間を提供

片倉興産

飛
騨
牛
に
特
化
し
た

宿
泊
プ
ラ
ン
販
売睦館

旅
館
協
会
東
北

月
の
宿
泊
実
績

人
員
減
も
、売
り
上
げ
増

湯
宿
湯
之
谷
温
泉（
愛
媛
県
・

西
条
市
）

東
矢
　
英
二
さ

ん



石鎚の名水を育む湯宿

新
潟
県
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合

サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ

導
入
に
よ
る
品
質
向
上

（
優
秀
賞
）

⑩

　
―
―
創
業
は
。

　
「
大
正
元
年
の
創
業
。

約
１
４
０
０
年
前
に
斉
明

天
皇
が
入
湯
さ
れ
た
と
い

う
伝
説
が
残
り
、
そ
の
源

泉
を
ベ
ー
ス
に
源
泉
掛
け

流
し
の
湯
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
」

　
―
―
温
泉
の
特
徴
は
。

　
「
敷
地
内
に
自
然
湧
出

す
る
上
質
な
自
家
冷
鉱
泉

で
、
泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ

の
単
純
泉
で
す
。

年
前

に
は
新
し
い
温
泉
に
。
古

い
温
泉
も
現
存
し
、
中
を

内
覧
で
き
る
ほ
か
、
温
泉

ラ
イ
ブ
の
会
場
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
無
料
開
放
し
て
い
る

足
湯
も
あ
り
ま
す
」

　
―
―
施
設
は
。

　
「
湯
治
場
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
施
設
を
約
８
年

前
に
改
装
し
ま
し
た
。
離

れ
、
露
天
風
呂
、
露
天
風

呂
付
き
の
部
屋
な
ど
を
設

け
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
も

全
て
個
室
化
し

ま
し
た
」

　
―
―
食
事
の

特
色
は
。

　
「
地
元
西
条

産
に
こ
だ
わ

り
、
料
理
長
が

名
水
百
選
で
育

ま
れ
た
季
節
野

菜
や
瀬
戸
内
で

水
揚
げ
さ
れ
た

取
れ
た
て
の
魚

を
仕
入
れ
提
供

し
て
い
ま
す
。
米
は
愛
媛

一
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
る

宇
和
島
産
の
『
三
間
米
』

を
出
し
て
い
ま
す
」

　
―
―
客
層
は
。

　
「
お
遍
路
さ
ん
の

番

札
所
『
前
神
寺
』
が
ル
ー

ト
沿
い
に
あ
り
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
多
く
の
旅
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
秋
口

に
は
登
山
客
も
多
く
、
露

天
風
呂
付
き
客
室
を
目
当

て
に
広
島
、
関
西
か
ら
も

大
勢
集
い
ま
す
」

　
―
―
地
域
の
魅
力
は
。

　
「
石
鎚
山
の
伏
流
水
で

あ
る
日
本
名
水
百
選
『
う

ち
ぬ
き
水
』
が
流
れ
、
と

に
か
く
水
が
お
い
し
い
で

す
。
石
鎚
酒
造
な
ど
蔵
元

も
あ
り
、
利
き
酒
セ
ッ
ト

（
１
１
０
０
円
）
は
皆
さ

ま
必
ず
頼
ま
れ
ま
す
」

　
―
―
一
方
、
課
題
は
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化

が
今
後
の
課
題
で
す
」

　
―
―
将
来
は
。

　
「
古
き
を
生
か
し
、
新

し
さ
を
取
り
入
れ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
も
時
代
に

合
わ
せ
て
で
き
る
範
囲
で

行
っ
て
い
き
ま
す
」

　
【

室
、
平
日
１
泊
２

食
９
９
０
０
円
か
ら
（
税

込
み
）
】

＝
隔
週
掲
載

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
新
潟
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
は
、
宿
泊
施
設
の
品
質
認
証

制
度
「
サ
ク
ラ
ク

オ
リ
テ
ィ
」
導
入

に
よ
る
組
合
員
旅

館
・
ホ
テ
ル
全
体

の
品
質
向
上
と
質
の
高
い
観
光
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
、
宿
の
サ

ー
ビ
ス
の
品
質
を
第
三
者
が
調
査

し
、
認
証
す
る
制
度
。
快
適
性
、
安

心
安
全
、
地
域
文
化
性
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
海
外
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
調
査
。
安
全
安
心
、
清

潔
感
を
確
保
す
る
「
１
サ
ク
ラ
」
か

ら
、
意
匠
性
が
高
く
、
高
い
レ
ベ
ル

の
顧
客
配
慮
が
で
き
る「
５
サ
ク
ラ
」

ま
で
、
５
段
階
で
認
証
さ
れ
る
。

　
同
県
湯
沢
町
な
ど
を
圏
域
と
す
る

「
一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
」
が

同
制
度
を
い
ち
早
く
導
入
。そ
の
後
、

県
全
体
で
取
り
組
み
始
め
た
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
各
地

で
開
催
。
県
内
各
施
設
が
制
度
の
認

証
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
行
い
、

現
在
は
同
県
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
員
施

設
で

軒
、
組
合
員
施
設
以
外
も
含

め
て

軒
が
各
段
階
で
認
証
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
全
国
の
県
で
も
ト
ッ

プ
の
取
得
数
と
い
う
。

　
「
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
自
館
の

通
信
簿
」
と
同
組
合
。
「
制
度
を
う

ま
く
活
用
し
、
県
内
施
設
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
、
施
設
を

海
外
も
含
め
て
広

く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」。

（１３） 第３０６２号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）１月１日（金曜日）

外
観（
写
真
上
）と
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内（
と
も
に
イ
メ
ー
ジ
）

星
会
長

佐
藤
名
誉
会
長

　
日
本
旅
館
協
会
長
野
県
支

部
は

月
８
日
に
長
野
市
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長

野
、
９
日
に
諏
訪
市
上
諏
訪

温
泉
の
ホ
テ
ル
紅
や
で「
コ

ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
い
た
。医
療
と

地
域
振
興
の
専
門
家
を
講
師

に
招
き
、コ
ロ
ナ
下
で
の
感

染
防
止
対
策
と
観
光
誘
客
、

観
光
振
興
施
策
を
学
ん
だ
。

長
野
保
健
医
療
大
学
看
護
学

部
の
塚
田
ゆ
み
子
助
教
授

と
、国
際
観
光
施
設
協
会
旅

館
観
光
地
分
科
会
の
川
村
晃

一
郎
会
長
が
講
師
を
務
め

た
。

　
塚
田
氏
は
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
　
守
り
と
攻
め
の
感
染

対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
ウ
イ

ル
ス
の
基
礎
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
最
新
情
報
、
医

学
的
見
地
か
ら
の
感
染
防
止

対
策
と
具
体
的
な
実
施
事
例

を
解
説
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

現
場
で
対
応
に
迷
っ
た
と
き

は
、
保
健
所
な
ど
専
門
機
関

の
指
示
を
受
け
た
上
で
対
応

す
べ
き
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
川
村
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
宿
泊
施
設
の
新
し
い

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
宿
泊
と
観
光

市
場
の
現
状
と
課
題
を
示
す

と
と
も
に
、
東
京
・
浅
草
な

ど
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む

各
地
の
地
方
再
生
事
例
を
紹

介
し
た
。

上
諏
訪
温
泉「
ホ
テ
ル
紅
や
」

で
の
セ
ミ
ナ
ー

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
宿
泊

実
態
調
査
の

月
の
結
果
を

ま
と
め
た
＝
表
。
対
象
施
設

１
０
５
軒
の
う
ち
１
０
０
軒

が
回
答
。
東
北
６
県
合
計
の

宿
泊
人
員
は
前
年
同
月
比
７

・
４
％
減
、
売
り
上
げ
は
同

０
・
９
％
増
と
な
っ
た
。
宿

泊
人
員
は
前
月
に
引
き
続
き

減
少
し
た
が
、
売
り
上
げ
は

前
年
同
月
を
上
回
る
ま
で
回

復
し
た
。

　
宿
泊
人
員
の
月
別
の
前
年

同
月
比
は
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
が

始
ま
っ
た
７
月
が

・
６
％

減
、
８
月
は

・
１
％
減
、

９
月
が

・
８
％
減
、

月

は
７
・
８
％
減
と
回
復
し
、


月
は
前
月
と
同
程
度
の
減

少
と
な
っ
た
。

　
売
り
上
げ
の
月
別
の
前
年

同
月
比
は
、

月
が
同
３
・

０
％
減
だ
っ
た
が
、

月
に

入
り
増
加
に
転
じ
た
。

　

月
は
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利

用
し
た
集
客
が
堅
調
に
推
移

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
再
拡
大
に
伴
い
、

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
を
含

む
年
末
年
始
の
宿
泊
需
要
の

消
失
が
懸
念
さ
れ
た
。

　
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
星

雅
彦
会
長
、
佐
藤
好
億
名
誉

会
長
、
社
員
総
数
１
６
６
）

は

月

日
、
第

回
定
時

社
員
総
会
を
東
京
都
港
区
で

開
い
た
。
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
佐
藤
名
誉
会
長
は
代
表

理
事
を
退
任
し
、
理
事
と
な

っ
た
。
ス
タ
ン
プ
帳
、
ウ
ェ

ブ
の
二
つ
の
事
業
を
軸
と
し

て
運
営
を
推
進
し
、
会
の
飛

躍
を
目
指
す
。

　
冒
頭
、
星
会
長
は
「
今
年

は
波
乱
万
丈
の
４
文
字
に
尽

き
る
。
朝
日
旅
行
と
い
う
最

良
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
っ
た

年
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
ス

タ
ン
プ
帳
の
自
主
管
理
が
始

ま
る
ほ
か
、
懸
案
だ
っ
た
新

し
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
立
ち

上
げ
た
。
こ
れ
か
ら
は
皆
で

支
え
合
い
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
稼
ぎ
、
会
の
ブ
ラ
ン

ド
を
守
る
こ
と
が
使
命
だ
。

日
本
の
山
、
温
泉
文
化
を
後

世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
今

後
、
ウ
ェ
ブ
事
業
で
は
１
軒

１
プ
ラ
ン
３
６
５
日
展
開
を

行
い
、
実
績
を
重
ね
て
い
く

方
針
を
示
し
た
。
佐
藤
名
誉

会
長
は
「
大
き
な
流
れ
の
中

に
あ
る
。
そ
の
中
で
朝
日
旅

行
は
な
く
な
っ
た
が
、
旅
館

業
の
社
会
的
な
役
割
は
消
し

て
は
な
ら
な
い
。
秘
湯
は
人

な
り
。
取
り
組
み
を
次
世
代

に
つ
な
げ
た
い
」と
述
べ
た
。

　

年
度
の
事
業
報
告
で

は
、
新
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
新

秘
湯
Ｗ
ｅ
ｂ
」
の

月
１
日

か
ら
の
開
設
、
ス
タ
ン
プ
帳

（
９
万
部
）
の
発
行
、
ス
タ

ン
プ
帳
に
よ
る
招
待
宿
泊

（
６
１
６
６
人
）、ス
タ
ン
プ

分
担
金
な
ど
精
算
業
務
の
新

規
ソ
フ
ト
開
発
、
環
境
省

「
新
・
湯
治
チ
ー
ム
」へ
の
継

続
参
画
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
ス
タ
ン
プ
帳
事
業
の
推

進
、
る
る
ぶ
と
の
提
携
を
継

続
し
た
公
式
ウ
ェ
ブ
予
約
サ

イ
ト
で
の
販
売
増
加
へ
の
取

り
組
み
の
加
速
、
地
熱
対
策

の
た
め
の
温
泉
観
測
報
告
の

実
施
、
地
熱
発
電
開
発
問
題

へ
の
対
応
、
日
本
温
泉
協
会

と
の
連
携
活
動
な
ど
を
行

う
。
新
秘
湯
Ｗ
ｅ
ｂ
で
は
、

自
社
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
の
構
築
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
親
会
で
あ
る

日
本
の
旅
文
化
を
創
る
会
に

属
す
る
日
本
源
泉
湯
宿
の

会
、
日
本
文
化
遺
産
を
守
る

会
と
の
三
会
合
同
事
業
を
ス

タ
ン
プ
、
ウ
ェ
ブ
領
域
で
協

業
す
る
予
定
だ
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬

称
略
）
。

　
代
表
理
事
・
会
長
・
星
雅

彦（
自
在
館
）▽
理
事
・
名
誉

会
長
・
佐
藤
好
億（
大
丸
あ

す
な
ろ
荘
）▽
常
務
理
事
・

副
会
長
・
遠
藤
哲
也
（
桝
形

屋
）
▽
理
事
・
副
会
長
・
後

藤
英
男（
高
峰
温
泉
）▽
同
・

檜
澤
京
太
（
ゆ
も
と
や
）
▽

理
事
・
百
瀬
孝
仁（
中
房
温

泉
）▽
同
・
佐
々
木
義
朗（
丸

駒
温
泉
）▽
同
・
佐
藤
大
志

（
鶴
の
湯
温
泉
）
▽
同
・
草

野
正
人
（
大
黒
屋
）
▽
同
・

清
水
正
人
（
清
流
荘
）
▽
同

・
畑
山
隆（
清
流
荘
）▽
同
・

永
井
隆
一（
永
井
旅
館
）
▽

同
・
武
石
真
澄（
寒
の
地
獄

旅
館
）▽
監
事
・
小
林
正
明

（
か
ど
半
旅
館
）▽
同
・
奥
山

晃
弘
（
奥
山
旅
館
）
▽
同
・

橘
大
和（
旅
館
ひ
の
え
ま
た
）

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は

月

日
、
宿

泊
実
績
調
査
の

月
の
結
果

を
発
表
し
た
＝
表
。
対
象
施

設
１
２
２
軒
の
う
ち
１
１
０

軒
が
回
答
。
前
年
同
月
比
で

宿
泊
人
員
は

・
９
％
減
、

売
り
上
げ
は
２
・
７
％
増
と

な
っ
た
。
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る

集
客
効
果
が
続
き
、
宿
泊
人

員
は
前
月
に
続
き
減
少
し
た

が
、
売
り
上
げ
は
前
年
同
月

を
上
回
る
ま
で
回
復
し
た
。

　
宿
泊
人
員
の
月
別
の
前
年

同
月
比
は
、
８
月
が

・
８

％
減
、９
月
が

・
２
％
減
、


月
が

・
５
％
減
で
推
移

し
て
い
た
。

　

月
の
宿
泊
人
員
の
内
訳

は
、
訪
日
客
は
入
国
制
限
な

ど
が
続
き
前
年
同
月
比

・

１
％
減
だ
が
、
国
内
客
は
同

１
・
７
％
減
と
、
前
月
に
続

き
前
年
並
み
の
水
準
を
維
持

し
た
。

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ

り
、
前
月
に
続
き
集
客
は
堅

調
に
推
移
し
た
が
、
札
幌
市

が
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象

外
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
し
た

こ
と
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生

し
始
め
た
。

　
回
答
旅
館
か
ら
は
、

月

の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
声
が
上
が
っ
た
。
　

　
「
予
約
状
況
は
順
調
だ
っ

た
が
、

月
上
旬
に
札
幌
発

着
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
利
用
制
限

が
出
て
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぐ
。
新
規
予
約
も
ぱ
っ

た
り
泊
ま
っ
た
」

　
「
土
曜
日
の
入
り
込
み
の

み
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
が
多
く
利
用

さ
れ
た
が
、
平
日
は
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
が
使
え
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

客
が
中
心
だ
っ
た
」

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

北
海
道
除
外
が
一
度
報
道
さ

れ
て
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
キ
ャ

ン
セ
ル
が
発
生
し
て
い
る
」

　
「
コ
ロ
ナ
の
ス
テ
ー
ジ
が

上
が
っ
て
か
ら
新
規
予
約
が

入
ら
な
く
な
っ
た
」

　
「

月
以
降
の
予
約
が
さ

っ
ぱ
り
。
特
に
２
月
以
降
。

先
行
き
が
不
安
」

　
片
倉
興
産
（
東
京
都
中
央

区
）は
こ
の
ほ
ど
、

運
営
す
る
「
か
た

く
ら
諏
訪
湖
ホ
テ

ル
」（
長
野
県
諏
訪

市
）
を
全
面
的
に

改
装
し
、「
か
た
く

ら
シ
ル
ク
ホ
テ

ル
」と
し
て
４
月

下
旬
に
新
規
開
業

す
る
。
養
蚕
、
製

絹
業
を
創
始
し
て

以
来
、
シ
ル
ク

（
絹
）を
通
し
て
日
本
の
魅
力

を
発
信
し
て
き
た
同
社
が
、

諏
訪
湖
畔
で
過
ご
す
上
質
な

滞
在
空
間
を
提
供
す
る
。

　
同
ホ
テ
ル
は
４
階
建
て

で
、
昭
和
初
期
の
洋
風
建
築

の
要
素
を
館
内
に
取
り
入
れ

た
。
客
室
数
は

室
で
、
全

室
露
天
風
呂
付
き
。
ク
ラ
シ

カ
ル
な
雰
囲
気
の
「
Ｋ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
、
開
放
感
の

あ
る
眺
望
が
特
徴
的
な
「
Ｒ

Ｏ
」
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る

客
室
を
用
意
し
た
。
客
室
内

に
は
、地
元
企
業
と
連
携
し
、

「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
プ
レ
ミ
ア
ム
」

の
名
を
冠
し
た
ペ
ン
や
ガ
ラ

ス
製
品
を
配
備
。
シ
ル
ク


％
の
混
合
素
材
で
つ
く
っ
た

ボ
デ
ィ
タ
オ
ル
を
置
く
な

ど
、
同
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の

客
室
備
品
も
導
入
す
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
鉄
板

焼
き
ス
タ
イ
ル
で
の
ス
テ
ー

キ
コ
ー
ス
、
和
を
取
り
込
ん

だ
創
作
フ
レ
ン
チ
料
理
な
ど

を
提
供
予
定
。
米
や
卵
、
牛

肉
や
野
菜
な
ど
、
地
元
産
の

食
材
を
幅
広
く
取
り
入
れ

る
。

　
１
月

日
か
ら
予
約
を
開

始
す
る
予
定
。
問
い
合
わ
せ

先
は
、☎
０
２
６
６（
５
２
）

２
１
５
１
。詳
細
は「https:

//www.katakura-silkhotel.c
o.jp

」
に
掲
載
。

　
睦
館（
岐
阜
県
下
呂
温
泉
）

は
こ
の
ほ
ど
、
特
選
飛
騨
牛

に
特
化
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン

「
ト
リ
プ
ル
Ａ
４
飛
騨
牛
２

０
０
ｇ
！
　
一
人
旅
皇
帝
プ

ラ
ン
」
を
発
売
し
た
。
平
日

の
宿
泊
率
が
高
い

代
か
ら


代
ま
で
の
男
性
の
集
客
を

図
る
。

　
同
プ
ラ
ン
の
夕
食
で
は
、

最
高
級
の
飛
騨
牛
を
、
朴
葉

ほ
お
ば

味
噌

み

そ

を
絡
め
た
「
朴
葉
味
噌

焼
き
」
、
飛
騨
牛
本
来
の
う

ま
み
を
引
き
出
す
「
ミ
ニ
ス

テ
ー
キ
」
、
だ
し
を
絡
め
た

「
す
き
焼
き
」
で
提
供
＝
写

真
。
飛
騨
地
酒
な
ど
飲
料
メ

ニ
ュ
ー
の
ア
イ
テ
ム
数
を
２

倍
に
増
や
し
、
平
日
の
男
性

一
人
旅
需
要
に
応
じ
た
も
て

な
し
を
提
供
す
る
。

　
料
金
は
１
泊
１
人
当
た
り

２
万
５
０
０
円
（
消
費
税
、

入
湯
税
別
）
か
ら
。
問
い
合

わ
せ
は
、
☎
０
５
７
６
（
２

５
）
３
１
０
０
。




